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相談内容について（令和５年５月８日～令和６年３月 31 日） 

 

― 集計方法について ― 

 

・相談で聞き取った内容を、アセスメントシート（「重層的支援体制整備事業に係る

自治体事務マニュアル 令和３年３月 31 日 厚生労働省」を基に作成）を用いて、

職員がアセスメント（課題と特性の把握・分析）した結果について集計した。 

 

・継続案件については、１か月ごとに状況確認を行い、最新のアセスメント結果を集

計に反映している。 

 

・本集計は、令和６年３月 31 日付のアセスメント結果である。 

 

・本集計における終結とは、くらしのまるごと相談課としての対応が終結しているこ

とを指し、本人の課題が解決していなくても、該当の支援関係機関に対応を引き継

いだ場合は、終結としている。 

 

・集計結果の割合については、合計を 100％にするため小数点以下を調整している場

合がある。 

 

  

資料１－２
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本人
1,205件

66%

家族
287件
16%

他部署
58件
3%

関係者
182件
10%

近隣住⺠
44件
2%

その他
50件
3%

n=1,826

本人
1,040件

68%

家族
235件
15%

他部署
41件
3%

関係者
138件

9%

近隣住⺠
39件
3%

その他
36件
2%

n=1,529
本人

165件
55%家族

52件
17%

他部署
17件
6%

関係者
44件
15%

近隣住⺠
5件
2%

その他
14件
5%

n=297

（１）相談経路 

 

ア 全体 

（他部署の例） 

・自立相談支援窓口 

・高齢者支援課 

・生活課 等 

 

（関係者の例） 

・ケアマネジャー 

・高齢者総合相談センター 

・民生委員・児童委員 等 

 

（その他の例） 

・議員 

・友人等 

 

 

イ くらしのまるごと相談課としての終結案件 ウ 継続案件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談経路は、全体では「本人」66％が最も高く、次いで「家族」16％、「関係者」10％となって

いる。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「本人」68％が最も高く、次いで「家族」15％、

「関係者」９％となっている。 

継続案件では、「本人」55％が最も高く、次いで「家族」17％、「関係者」15％となっている。 
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電話
981件
54%

来所
845件
46%

n=1,826

電話
159件
54%

来所
138件
46%

n=297

（２）相談手段 

 

ア 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ くらしのまるごと相談課としての終結案件 ウ 継続案件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談手段は、全体では「電話」54％、「来所」46％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「電話」54％、「来所」46％となっている。 

継続案件では、「電話」54％、「来所」46％となっている。 

  

電話
822件
54%

来所
707件
46%

n=1,529
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（３）課題・特性のある方の年代 

※世帯で課題・特性のある方が複数いる場合、主要な課題・特性がある方の年代で集計してい

る。（１世帯につき１件） 

 

ア 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ くらしのまるごと相談課としての終結案件 ウ 継続案件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・特性のある方の年代は、全体では「19～64 歳」42％が最も高く、次いで「65 歳以上」

40％、「不明」16％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「65 歳以上」41％、次いで「19～64 歳」39％、

次いで「不明」18％となっている。 

継続案件では、「19～64 歳」56％が最も高く、次いで「65 歳以上」39％、「不明」４％となって

いる。  

小学生未
満

3件0%

小学校・
中学校
14件
1%

高校
10件
1%

19−64歳
766件
42%

65歳以上
739件
40%

不明
294件
16%

n=1,826

小学生未満
3件 0%

小学校・
中学校
10件
1%

高校
9件
1%

19−64歳
601件
39%

65歳以上
625件
41%

不明
281件
18%

n=1,529

小学校・
中学校

4件
1%

高校
1件
0%

19−64歳
165件
56%

65歳以上
114件
39%

不明
13件
4%

n=297
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（４）課題・特性のある方の性別 

 

ア 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ くらしのまるごと相談課としての終結案件 ウ 継続案件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・特性のある方の性別は、全体では「男性」47％、「女性」49％、「不明」４％となってい

る。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「男性」48％、「女性」48％、「不明」４％とな

っている。 

継続案件では、「男性」44％、「女性」55％、「その他」１％となっている。 

  

男性
863件
47%

女性
899件
49%

その他
2件
0%

不明
62件
4%

n=1,826

男性
732件
48%

女性
735件
48%

その他
1件
0%

不明
61件
4%

n=1,529

男性
131件
44%

女性
164件
55%

その他
1件
1%

不明
1件
0%

n=297
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（５）課題・特性の数 

※本人をとりまく世帯全体の課題・特性の数を集計している。 

 

ア 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ くらしのまるごと相談課としての終結案件 ウ 継続案件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・特性の数は、全体では「１つ」35％、「２つ以上（複数）」65％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「１つ」38％、「２つ以上（複数）」62％となっ

ている。 

継続案件では、「１つ」20％、「２つ以上（複数）」80％となっている。 

  

1つ
648件
35%

2つ
540件
30%

3つ
328件
18%

4つ
176件
10%

5つ
73件
4%

6つ
38件
2%

7つ
13件
1%

8つ
6件
0%

9つ
1件
0%

10つ
2件
0%

11つ
1件
0%

n=1,826

1つ
589件
38%

2つ
452件
30%

3つ
256件
17%

4つ
136件

9%

5つ
53件
3%

6つ
29件
2%

7つ
8件1%

8つ
5件0% 9つ

0件
0%

11
1件
0%

n=1,529

1つ
59件
20%

2つ
88件
30%3つ

72件
24%

4つ
40件
13%

5つ
20件
7%

6つ
9件
3%

7つ
5件
2%

8つ
1件0%

9つ
1件0%

10つ
2件
1%

n=297
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（６）課題・特性の種別（延べ件数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・特性の種別（延べ件数）は、全体では「経済的困窮」17％が最も高く、次いで「住まい」

11％、「病気」９％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「経済的困窮」17％が最も高く、次いで「住

まい」11％、「その他」10％となっている。 

継続案件では、「経済的困窮」17％が最も高く、次いで「病気」、「住まい」、「家族関係」９％と

なっている。 

  

9%, 365件
1%, 42件

1%, 58件
1%, 36件

4%, 173件
0%, 17件

0%, 9件
3%, 113件

1%, 27件
4%, 162件

11%, 452件
0%, 16件

17%, 707件
3%, 130件

3%, 115件
4%, 147件

1%, 50件
0%, 12件

2%, 80件
8%, 328件

8％, 314件
3％, 100件

0%, 10件
0%, 2件
0%, 4件

1%, 49件
2%, 75件

1%, 46件
0%, 2件

0%, 19件
1%, 58件

0%, 13件
3％, 102件

8%, 355件

病気
けが

障害（身体）【手帳あり】
障害（知的）【手帳あり】
障害（精神）【手帳あり】

障害（身体）【疑い】
障害（知的）【疑い】
障害（精神）【疑い】

自殺企図
その他メンタルヘルス

住まい
ホームレス
経済的困窮

債務
家計管理
就職活動
就職定着
生活習慣

社会的孤立
家族関係

介護
子育て
不登校

非行
中卒・高校中退

ひとり親
DV・虐待

外国籍
刑余者

コミュニケーション
本人の能力

被災
支援機関との関係

その他…

0 100 200 300 400 500 600 700

全体 終結

継続

n=4,188 割合、件数は全体のみ表記している。
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あり
1050件

58%

なし
776件
42%

n=1,826

【参考】新規相談時点での関係機関

11%, 178件
3%, 46件

1%, 24件
5%, 84件

1%, 23件
4%, 60件

0%, 6件
1%, 13件
1%, 16件

8%, 129件
1%, 24件

5%, 77件
10%, 158件

1%, 10件
3%, 54件

1%, 17件
1%, 13件

1%, 21件
11%, 178件

1%, 21件
1％, 8件

3%, 56件
18%, 289件

1%, 23件
2%, 31件

0%, 0件
5%, 86件

生活課
高齢者支援課
住環境整備課
保健センター

区⺠相談室
障害福祉課

指導室
税務課

子ども総合センター
その他（他課）…
社会福祉協議会

自立相談支援窓口
高齢者総合相談センター

その他（委託先など）…
警察
JKK

児童相談所
その他（都・国）…

ケアマネジャー
介護施設

NPOなど
その他（関係機関など）…

病院・クリニック
MSW

訪問看護
その他（医療関係）…

その他…

0 50 100 150 200 250 300

全体
終結
継続

n=1,645 割合、件数は全体のみ表記している。

（７）新規相談時点での関係機関（延べ件数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規相談時点での関係機関は、全体では「病院・クリニ

ック」18％が最も高く、次いで「生活課」、「ケアマネジャ

ー」11％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「病

院・クリニック」18％が最も高く、次いで「生活課」、「ケ

アマネジャー」12％となっている。 

継続案件では、「病院・クリニック」18％が最も高く、

次いで「高齢者総合支援センター」10％、「その他（他課）」

８％となっている。 
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13%, 261件
8%, 147件

4%, 70件
6%, 111件
6%, 116件

3%, 61件
0%, 6件

1%, 16件
1%, 25件

10%, 198件
3%, 61件

19%, 363件
12%, 242件

1％, 9件
1%, 20件

1%, 13件
0%, 5件

1%, 25件
2%, 44件

0%, 4件
1%, 10件

1%, 16件
1%, 17件

0%, 6件
0%, 0件
0%, 2件

5%, 107件

生活課
高齢者支援課
住環境整備課
保健センター

区⺠相談室
障害福祉課

指導室
税務課

子ども総合センター
その他（他課）…
社会福祉協議会

自立相談支援窓口
高齢者総合相談センター

その他（委託先など）…
警察
JKK

児童相談所
その他（都・国）…

ケアマネジャー
介護施設

NPOなど
その他（関係機関など）…

病院・クリニック
MSW

訪問看護
その他（医療関係）…

その他…

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体
終結
継続

n=1,955 割合、件数は全体のみ表記している。

（８）つなぎ先（延べ件数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つなぎ先は、全体では「自立相談支援窓口」19％が最も高く、次いで「生活課」13％、「高齢者

総合相談センター」12％となっている。 

くらしのまるごと相談課としての終結案件では、「自立相談支援窓口」19％が最も高く、次い

で「生活課」、「高齢者総合相談センター」13％となっている。 

継続案件では、「自立相談支援窓口」15％が最も高く、次いで「生活課」14％、「保健センター」、

「高齢者総合相談センター」11％となっている。 
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（９）くらしのまるごと相談課としての終結案件の経過【終結案件のみ】 

 

くらしのまるごと相談課としての終結案

件の経過は、「ほかの制度や専門機関で対応

が可能」65％が最も高く、該当の支援関係

機関に対応を引き継ぐことで、くらしのま

るごと相談課としての終結と判断している。

次いで「情報提供や相談対応のみで終了」

33％、「スクリーニング判断前に中断・終了」

２％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）今後の方向性【継続案件のみ】 

 

今後の方向性は、「ほかの制度や専門機

関で対応が可能」64％が最も高く、該当の

支援関係機関に対応を引き継ぐ調整をして

いる。次いで「情報提供や相談対応のみで

終了予定」23％、「対応方針を決めるまで

情報収集が必要」18％、「現時点では、本

人同意がとれていないが、引き続き同意に

向けて取り組む」７％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A̲情報提
供や相談対
応のみで終

了
503件
33%B̲ほかの

制度や専門
機関で対応

が可能
995件
65%

F̲スクリーニ
ング判断前に
中断・終了

31件
2%

n=1,529

A̲情報提
供や相談対
応のみで終

了予定
23件
8%

B̲ほかの
制度や専門
機関で対応

が可能
189件
64%

C̲現時点では、本人同意が
とれていないが、引き続き

同意に向けて取り組む
22件7%

D̲対応⽅
針を決める
まで情報収
集が必要

55件
18%

E̲多機関
共同プラン
を策定する

3件
1%

F̲スクリーニング判
断前に中断・終了予

定…

n=297


